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１．長寿命化修繕計画の目的 

1）背景 

インフラ施設の維持管理については、平成 25 年 11 月に国が策定したインフラ施設長

寿命化基本計画のなかで、機能の確実かつ効率的な確保及び中長期的視点に立ったコス

ト管理等の観点から各インフラ管理者に個別施設毎の長寿命化計画を策定するよう示

されました。 

本市においても、平成 26 年 11 月に海老名市公共施設白書、平成 29 年 3 月に海老名

市公共施設再編（適正化）計画が策定され、インフラ施設について、国の方針に準じて、

長寿命化に取り組み、新設と維持管理のバランスを図りながら両者を実施してくことと

しています。 

また、平成25年6月に道路法が改正され、道路施設の点検に関する技術的基準が規定さ

れたほか、平成26年7月には道路法施行規則の一部改正する省令などが施行され、道路

管理者に対して、橋長2ｍ以上の管理する全ての橋りょうを5年に1回、近接目視により

定期点検を行うことが義務付けられました。そのため、令和元年度から令和5年度に全

管理橋りょうの219橋について、定期点検を実施しました。 

海老名市橋りょう長寿命化修繕計画については、定期点検結果に基づき、橋りょうの

将来にわたる確実な機能確保及びトータルコストの縮減とメンテナンスサイクルの構

築を図るために計画を策定します。 

 

 

2）目的 

橋りょうの中長期的な維持管理等に係るトータルコストを縮減し、予算を平準化して

いくためには、インフラの長寿命化を図り、大規模な修繕をできるだけ回避することが

重要です。このため、橋りょうの特性を考慮の上、安全性や経済性を踏まえつつ、損傷

が軽微である早期段階に予防的な修繕等を実施することで機能の保持・回復を図る「予

防保全型維持管理」を着実に行うため、長寿命化修繕計画を策定します。 

 

 

 

 
 

図１―１ 点検・診断における評価の流れ 

 

※出典：道路のメンテナンスサイクルの構築に向けて／平成 25年 6 月 

／社会資本整備審議会 道路分科会 道路メンテナンス技術小委員会 
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２．長寿命化修繕計画の対象橋りょう 

  
緊急輸送道

路補完道路 
幹線道路 その他道路 合計 

全管理橋りょう数 20 26 173 219 

長寿命化修繕計画策定対象橋りょう数 20 26 173 219 

※幹線道路は、緊急輸送道路以外の 1 級道路及び 2 級道路とする。 

 

 

３．状態把握及び維持管理の基本的な方針 

1）健全性の状態 

本市では、令和元年度から令和5年度までに219橋の定期点検を実施しました。定期点

検は、平成26年7月に「道路法施行規則の一部を改正する省令」等が施行されたことか

ら、点検・診断の結果として、橋りょうの健全性を表３－１に示す区分に分類していま

す。 

 

表３－１ 健全性の診断 

健全性の区分 状   態 健全度※ 

Ⅰ 健  全 
損傷が認められないか、損傷が軽微で補修を行う必要がない。 5 

損傷が軽微であるが、状況に応じて補修を行う必要がある。 4 

Ⅱ 予防保全 予防保全の観点から状況に応じて補修を行う必要がある。 3 

Ⅲ 早期措置 
速やかに補修等を行う必要がある。 2 

安全性が著しく損なわれており、早急な補修が必要である。 1 

Ⅳ 緊急措置 橋りょう構造の安全性の観点から、緊急対応の必要がある。 緊急措置対応 

※健全度・・・神奈川県市町村版定期点検要領【橋りょう編】に準拠。 
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2）健全性の把握及び維持管理 

 橋りょうの健全性の把握については、神奈川県市町村版定期点検要領【橋りょう編】

に基づいて近接目視により5年に1回の頻度で行うことを基本とし、橋りょうの損傷を早

期に把握します。なお、橋りょうの損傷は、第三者に被害を及ぼす恐れがあることから、

健全度を基に橋りょうの健全性を判断していきます。 

表３－２に健全性の区分と管理方針等を示します。健全性がⅡ以下となった段階で、

必要な修繕を実施し、健全性「Ⅰ」を確保していきます。 

 

表３－２ 健全性の区分と管理方針 

健全性 健全度 管理方針 修繕優先度 

Ⅰ 健  全 
5 

日常的な管理方針 
（低い） 

 

 

 

 

（高い） 

4 

Ⅱ 予防保全段階 3 予防保全修繕方針 

Ⅲ 早期措置段階 
2 

早期修繕対応方針 
1 

Ⅳ 緊急措置段階      緊急措置対応 

 
ただし、第三者被害のおそれの無い溝橋(ボックスカルバート)や単径間の床版橋等で、

構造特性や周辺状況により、大規模修繕を行う際の社会的影響が小さいと判断した橋りょ

うについては、表３－３に示す維持管理の考え方のうち「事後保全型」の管理をしてい

きます。 
 

表３－３ 維持管理の考え方 

 

 

 

3）日常的な維持管理 

 橋りょうを良好な状態に保つため、日常的な維持管理として、パトロール、清掃など

の実施を徹底します。 

なお、地震及び集中豪雨が発生した場合は、橋りょうの状態を確認するために行う臨時

点検などを実施します。 

管理区分 維持管理の主な考え方 対応の水準 対象 
橋りょう数 

予防保全型 
定期的に点検・診断を行い、機

能に支障が生じる前に小規模修

繕を行う。 

健全性の区分がⅡ以下となった

段階で小規模修繕を行い、健全な

状態（健全性の区分Ⅰ）を保つ。 
90 

事後保全型 機能に支障が生じてくる段階で

大規模修繕を行う。 

健全性の区分がⅢとなった段階

で、大規模修繕を行い、健全な状

態（健全性の区分Ⅰ）を保つ 
129 

・計画的な維持修繕行っていくことにより、橋りょうを長期間に渡り利用していくとと

もに、将来の維持管理費における財政負担の軽減を行いながら、道路機能の維持をし

ていきます。 

・定量的なデータに基づく合理的な管理手法を導入することで、計画的な維持管理及び

計画の更新を実施していきます。 
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４．老朽化対策の基本方針 

修繕の優先順位の考え方 
計画的な措置を行う上で、必要となる予算が特定の年度へ集中することを回避し、

予算を平準化するため、重要度指標を定めます。重要度指標は、老朽化により健全性

が低下するリスクと事故等のリスクによる影響度を考慮して定めており、修繕を行う

優先順位は、重要度指数採点合計により決定していきます。 
 

 
図４－１ 修繕の優先順位 

 

表４－１ 対策区分 

健全性 対策区分 内   容 

Ⅳ Ｅ1 構造の安全性の観点から、緊急対応の必要がある（落橋等） 
Ｅ2 交通障害や第三者被害の恐れがあり、緊急対応の必要がある。 

Ⅲ 
1 構造の安全性が著しく損なわれており、早急な補修が必要である。 
2 構造の安全性の観点から、速やかな補修が必要である。 

Ⅱ 3 予防保全の観点から状況に応じて補修を行う必要がある。 
Ｍ 維持工事で対応する必要がある。 

Ⅰ 
4 損傷が軽微であるが、状況に応じて補修を行う必要がある。 
Ｍ 状況に応じて維持工事で対応する必要がある。 
5 損傷が認められないか、損傷が軽微で補修を行う必要がない 

 

表４－２ 対策区分の判定における着目点 
評価項目 評価項目の考え方 

主要部材の健全度 主桁、横桁、橋台など部材及び部位毎の健全度 

主要部材以外の健全度 伸縮装置、支承、高欄、舗装など部材及び部位毎の健全度 

 

 健全性Ⅲ 

100 
| 
0 

高 

低 

優

先

順

位 

重要度指標 
グループ 1 

100 
| 
0 

100 
| 
0 

グループ 3 

橋りょうの健全性 
 

対策区分 

 

 

 健全性Ⅱ  
 

 3 
(事後保全型) 

 健全性Ⅰ   
日常的な維持管理 

 
4・M・5 

グループ 2 

3 
(予防保全型) 

 
対 応 

次回点検まで（5 年以内）

に修繕を実施する 

次回点検まで（5 年以内） 
に修繕をすることが望

ましい 

E1・E2 

2 

 1 

 健全性Ⅳ 
 

緊急措置対応 
 

  
日常的な維持管理 

 
M 

 
日常的な維持管理 
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表４－３ 対策区分の判定における損傷事例 
判定区分 損 傷 事 例 

E1 桁の異常な移動により落橋のおそれがある場合 
E2 コンクリート塊が落下し、通行人などに被害を与える恐れが高い場合 
1 

コンクリート部材に生じたひびわれが広範囲であり、かつ広範囲に鉄筋露出があ

り、限定的な鉄筋破断を伴う場合 
2 コンクリート部材に生じたひびわれのうち限定的な鉄筋破断を伴う場合 

3 

コンクリート部材に生じた数の少ないひび割れや腐食に繋がる危険性のある箇所

での防食機能の劣化、関連する損傷の原因排除の観点から伸縮装置からの漏水や

床版水抜きパイプの詰まり等がある場合 
Ｍ 支承や排水施設に土砂詰りがある場合 

 
表４－４ 重要度指数採点表 

視 点 評価項目 配点 

利用者 緊急輸送路指

定 

緊急輸送路に指定されている 15 

緊急輸送路に指定されていない 0 

路線種別 1 級道路 5 

2 級道路 3 

その他道路 0 

交通量 

（総交通量） 

4,000 台/日以上 10 

1,500 台/日以上～4,000 台/日未満 7 

500 台/日以上～1,500 台/日以上未満 3 

500 台/日未満 0 

バス路線 バス路線 5 

その他 0 

第三者 交差条件 高規格道路・鉄道（NEXCO、新幹線） 20 

上記以外の鉄道（JR 在来線、JR 貨物、私鉄） 15 

国道・県道 10 

市道・その他第三者被害の恐れがある施設 5 

その他（河川・用水路等で第三者被害の恐れがない施設） 0 

管理者 構造条件 特定の溝橋(ボックスカルバート)以外 10 

特定の橋りょう 5 

特定の溝橋(ボックスカルバート) 0 

交通状況 車道橋 5 

人道橋 0 

施設規模 橋長 50m 以上 10 

橋長 15m 以上 50m 未満 5 

橋長 15m 未満 0 

経過（供用）

年数 

50 年以上 10 

50 年未満 0 

大型車交通量 1,000 台/日・方向以上 5 

500 台/日・方向以上 1,000 台/日・方向未満 3 

500 台/日・方向未満 0 

塩害等影響度 海岸線からの距離 200m 以下又は凍結防止剤散布あり 5 

海岸線からの距離 200m を超えるかつ凍結防止剤散布無し 0 

 100 

 

 
          

※ 各グループ内で修繕の優先順位を決定する際に使用。 
※ 重要度指数は、神奈川県都市整備技術センターで定めた橋りょう長寿命化修繕化計画基本

方針に準拠。 
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５．長寿命化及び修繕に係る費用の縮減に関する基本的な方針 

予防的な修繕等の実施を徹底することにより、修繕等に係る費用の低コスト化を図

り、トータルとしてのライフサイクルコストの低減を目指します。 

  また、ＰＤＣＡサイクルを確実に実行することで、計画的な維持管理を実施してい

くこととします。 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

図５－１ 予防保全型の維持管理による長寿命化のイメージ 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５－２ ＰＤＣＡサイクルの流れ 
 

  
Plan 
(管理計画策定) 
・劣化予測モデル 

・管理水準 

・補修時期  etc 

Do 
(点検・補修実施) 
・定期点検の実施 

・計画に基づく補修 

  etc 

Check 
(結果の精査) 
・点検結果の反映 

・補修工法の確定 

・予算の見直し etc 

Action 
(結果の反映) 
CHECK した項目につ

いて管理計画に反映 

PDCA サイクル 

※計画的な維持管理を実施するため、橋りょうに関する「橋りょう諸元」や「定期点検

結果」、「修繕履歴」等のデータ蓄積が必要となります。 
そのため、橋りょうの定期点検結果や修繕履歴等を蓄積し、検証することにより、健

全性の評価や部材耐用年数及び劣化予測式を見直し、効率的な維持管理を実施します。 
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６．次回点検及び修繕内容・時期 

次回点検時期及び今後概ね5年間で対策する修繕内容・時期については、次のとおり

です。 

 

1）次回の橋りょう点検 

 橋りょう点検は、神奈川県市町村版定期点検要領【橋りょう編】に基づき実施し、近

接目視により5年に1回の頻度で行います。 
  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真６－１ 橋りょう点検状況 

 

 

2）橋りょうの修繕内容・時期 

橋りょうの修繕内容及び時期については、最新の点検結果に基づき橋りょうの健全

性及び第三者への被害予防などを考慮し、具体的な修繕の内容及び実施時期における

計画を策定し、修繕事業を進めていきます。 

  なお、橋りょうの状態や修繕内容及び時期については、【別紙1】に示します。 
 

 

表６－１ 代表的な修繕工法の事例 

修繕工法 概   要 

塗装塗替 
鋼部材の錆をケレンにより取り除き、再塗装を行い鋼材部の防食機能

の維持と美観の回復を目的として行う。 

ひび割れ注入工 

断面修復工 

コンクリート部材に生じたひび割れ箇所に、注入材料を注入する工法

で、コンクリートの剛性を回復し、コンクリートの一体性を確保するこ

とを目的として行う。また、鉄筋コンクリート工における鉄筋の防錆対

策としても用いられる。 
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７．長寿命化修繕計画による効果 

219 橋の橋りょうの修繕などに要する費用は、劣化や損傷が軽微なうちに修繕を行う

「予防保全型」と劣化や損傷が深刻化してから大規模な修繕を行う「事後保全型」の維

持管理を実施した場合とで比較しました。 

今後 50 年間のシミュレーションの結果では「事後保全型」は約 33.1 億円の経費とな

り、「予防保全型管理」では約 24.0 億円の経費となりました。「予防保全型」の維持

管理をすることにより、約 27％のコスト縮減効果（差額約 9.1 億円）が見込まれます。 

 

 

 
 

図７－１ 50 年間の維持管理・更新費の比較試算結果 

※上記経費の算出については、今後、橋りょうの定期点検データを蓄積していくこ

とで、更なる精度向上が図れるため、現在の値に固定化されるものではありません。 
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８．新技術等の活用について 

1）新技術の活用方針 

道路施設の点検や修繕等の実施にあたっては、国土交通省の点検支援技術性能カタロ

グ（案）や新技術情報提供システム（NETIS）などを参考に新技術等の活用を図ります。 

点検方法に関して適用性が高い新技術は、無人航空機（UVA：ドローン）や橋りょう

点検ロボットカメラなどが挙げられます。橋りょうの架設状況や前回点検の結果等を踏

まえて、新技術活用を検討します。 

なお、実施期間は、令和7年度～令和11年度の5年間で検討します。 

修繕に関して国土交通省の新技術情報提供システムなどで、従来技術と新技術の比較

検討が記載され、コスト縮減が期待でき、かつ、施工実績がある工法を全219橋のうち、

修繕対象となっている12橋において、比較検討を実施し、実効性のある最適な修繕工法

を選定します。 

 

2）新技術の活用による短期的な数値目標及びコスト縮減目標 

前回点検（令和元年度～令和5年度）で橋りょう点検車を使用した21橋のうち、2橋の

橋りょうで新技術の活用を目指します。また、前回点検において6橋の橋りょうで新技

術であるロボットカメラを活用しているため、合計で63万円のコスト縮減を目指します。 

また、修繕では修繕対象（令和7年度～令和11年度の5年間）となっている12橋のうち、

1橋程度で新技術の活用を目指し、約10万円のコスト縮減を目指します。 

 

 

９．集約化・撤去について 

 1）集約化・撤去における方針 

利用状況が低く、損傷状況が悪い橋りょう(定期点検結果が健全性Ⅲ又はⅣ)及び集約

化・撤去の検討が可能と判断できる橋りょうを検討対象とします。または、河川改修事

業等に伴い集約化・撤去が計画されている橋りょうや車道橋が隣接するため、人道橋に

機能縮小が可能と判断できる橋りょうを抽出し、検討します。 

なお、実施期間は、令和7年度～令和11年度の5年間で検討します。 

 

 2）集約化・撤去による短期的な数値目標及びコスト縮減目標 

対象橋りょうのうち、河川改修事業等に伴い集約化・撤去が計画されている橋りょう

を2橋抽出しました。集約化・撤去により、5年間で約47万円の維持管理費の削減を目指

します。 

 

 

１０．意見聴取した学識経験者等の専門知識を有する者 

 関東学院大学 理工学部              出雲 淳一教授 

 横浜国立大学 大学院 都市イノベーション研究院  勝地 弘 教授 
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参考．修繕計画の策定及び改定履歴 

年  月 策定及び改定内容 

平成25年5月 
橋長15m以上及び2m以上の重要な橋りょう(緊急輸送路、跨線橋等)48橋を

対象とする「橋りょう長寿命化修繕計画」の策定。 

平成30年3月 

平成24年12月の中央道笹子トンネル天井崩落事故を受け、国は平成25年11

月にインフラ長寿命化基本計画を策定、平成26年7月に道路法施行規則を

改正し、全管理橋の5年に1回の近接目視点検が義務化された。 

これにより、平成26年度から進めてきた全管理橋りょうの近接目視点検の

結果を基に171橋を長寿命化修繕計画に追加。 

令和2年 4月 健全性Ⅱ及びⅢ判定橋りょうの「修繕対策の内容」を追加。 

令和4年12月 
国の制度改正に伴い「老朽化対策における修繕の優先順位の明確化」、 

「修繕・点検等で新技術等の活用方針」、「短期的な数値目標等」を追加。 

令和5年 4月 橋りょうの撤去集約及び新設に伴い修繕計画を改定。 

令和7年 4月 
令和元年度から進めてきた全管理橋りょうの近接目視点検の結果を基に

219橋の長寿命化修繕計画を改定。 

 



【別紙１】

個別の構造物ごとの事項

1 亀島団地橋 11.50 鋼橋 1970 2022 Ⅱ(3) 予防保全型 2027

2 亀島橋 11.50 鋼橋 不明 2022 Ⅰ(4) 予防保全型 2027

3 １１号橋 2.40 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 予防保全型 2028

4 産川橋 25.10 鋼橋 1976 2021 Ⅲ(2) 予防保全型 2026

5 弥生橋 18.10 PC橋 1980 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

6 動橋 2.20 RC橋 不明 2022 Ⅰ(4) 予防保全型 2027

7 １８号橋 2.00 溝橋 不明 2023 Ⅰ(5) 事後保全型 2028

8 伊勢下中村橋 18.00 PC橋 1992 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

9 通学橋 13.10 鋼橋 1972 2021 Ⅰ(4) 事後保全型 2026

10 ２６号橋 4.60 RC橋 不明 2022 Ⅰ(4) 事後保全型 2027

11 ２７号橋 4.10 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

12 鍛冶ヶ入り橋 4.60 溝橋 1981 2023 Ⅰ(4) 予防保全型 2028

13 ３０号橋 3.00 溝橋 不明 2023 Ⅰ(5) 事後保全型 2028

14 ３２号橋 3.50 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

15 ３３号橋 3.30 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

16 ３５号橋 3.00 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

17 ３６号橋 3.00 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 予防保全型 2028

18 ３７号橋 6.60 PC橋 不明 2022 Ⅰ(4) 事後保全型 2027

19 ３８号橋 4.00 溝橋 不明 2023 Ⅰ(5) 予防保全型 2028

20 ３９号橋 4.00 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

塗装塗替え,当て板補修,舗装補
修

竣工
年

点検
年度

健全性
（対策区分）

床板防水,ひび割れ注入,断面修
復,塗装塗替え

NO.

構造物の諸元 直近の点検結果

管理
方針

次回
点検
年度

対策内容
（2025年～2029年）

橋りょう名
橋長
（m)

橋梁
形式
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（m)

橋梁
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21 ４０号橋 4.00 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

22 門澤橋 7.40 鋼橋 2010 2021 Ⅰ(4) 事後保全型 2026

23 世継橋 27.00 鋼橋 1990 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

24 大橋 21.50 RC橋 1988 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

25 ４５号橋 6.00 RC橋 不明 2022 Ⅰ(4) 事後保全型 2027

26 ４７号橋 5.30 RC橋 不明 2022 Ⅰ(4) 事後保全型 2027

27 ４９号橋 4.20 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

28 ５０号橋 4.20 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

29 ５１号橋 4.20 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

30 ５２号橋 4.20 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 予防保全型 2028

31 ５３号橋 3.90 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

32 ５５号橋 4.80 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 予防保全型 2028

33 ５６号橋 4.20 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

34 ５７号橋 5.70 PC橋 不明 2022 Ⅰ(5) 事後保全型 2027

35 ５８号橋 3.90 溝橋 不明 2023 Ⅰ(5) 事後保全型 2028

36 ５９号橋 3.80 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

37 ６０号橋 3.60 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

38 ６１号橋 3.60 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

39 ６２号橋 3.70 溝橋 不明 2023 Ⅰ(5) 事後保全型 2028

40 ６３号橋 3.70 溝橋 不明 2023 Ⅰ(5) 事後保全型 2028

41 ６４号橋 5.00 RC橋 不明 2022 Ⅱ(3) 事後保全型 2027
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42 ６５号橋 3.20 RC橋 不明 2022 Ⅰ(5) 予防保全型 2027

43 ６６号橋 3.80 PC橋 不明 2022 Ⅰ(4) 予防保全型 2027

44 入内島橋 19.70 PC橋 1983 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

45 ６８号橋 2.10 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 予防保全型 2028

46 ６９号橋 2.10 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

47 ７０号橋 22.60 溝橋 2008 2023 Ⅰ(4) 予防保全型 2028

48 下永池橋 16.64 PC橋 1978 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

49 上永池橋 17.66 PC橋 1995 2022 Ⅰ(4) 予防保全型 2027

50 池端橋 20.06 PC橋 1995 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

51 中河内大橋 18.00 PC橋 1994 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

52 ７６号橋 2.50 RC橋 不明 2022 Ⅰ(4) 事後保全型 2027

53 南山下橋 16.90 PC橋 2006 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

54 ８５号橋 6.10 鋼橋 1990 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

55 ８６号橋 3.90 RC橋 不明 2022 Ⅰ(4) 事後保全型 2027

56 ８７号橋 3.90 RC橋 不明 2022 Ⅱ(3) 事後保全型 2027

57 ８８号橋 4.00 RC橋 不明 2022 Ⅰ(4) 事後保全型 2027

58 ８９号橋 3.90 RC橋 不明 2022 Ⅰ(4) 事後保全型 2027

59 ９０号橋 5.70 溝橋 不明 2023 Ⅰ(5) 予防保全型 2028

60 ９１号橋 6.40 RC橋 不明 2022 Ⅱ(3) 事後保全型 2027

61 ９２号橋 4.90 RC橋 不明 2022 Ⅱ(3) 事後保全型 2027

62 ９３号橋 4.00 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 予防保全型 2028
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63 ９６号橋 5.86 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 予防保全型 2028

64 ９７号橋 3.20 RC橋 不明 2022 Ⅰ(4) 事後保全型 2027

65 ９８号橋 4.40 RC橋 不明 2022 Ⅰ(5) 事後保全型 2027

66 １００号橋 3.60 溝橋 不明 2023 Ⅰ(5) 事後保全型 2028

67 １０１号橋 3.90 溝橋 不明 2023 Ⅰ(5) 予防保全型 2028

68 １０２号橋 4.00 RC橋 不明 2022 Ⅰ(4) 事後保全型 2027

69 １０３号橋 3.70 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 予防保全型 2028

70 １０４号橋 4.20 RC橋 不明 2022 Ⅱ(3) 事後保全型 2027

71 １０５号橋 3.60 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

72 １０６号橋 3.60 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

73 １０７号橋 3.60 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

74 １０８号橋 3.70 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

75 １０９号橋 2.50 RC橋 不明 2022 Ⅰ(5) 事後保全型 2027

76 境橋 14.70 RC橋 1984 2021 Ⅰ(4) 事後保全型 2026

77 貫抜橋 14.54 PC橋 1980 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

78 １１４号橋 2.05 RC橋 不明 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

79 １１５号橋 4.78 RC橋 不明 2022 Ⅱ(3) 事後保全型 2027

80 １１６号橋 2.00 RC橋 不明 2022 Ⅰ(4) 事後保全型 2027

81 １１７号橋 4.50 溝橋 不明 2023 Ⅰ(5) 事後保全型 2028

82 １１８号橋 4.40 溝橋 不明 2023 Ⅰ(5) 予防保全型 2028

83 １１９号橋 3.60 RC橋 不明 2022 Ⅰ(5) 事後保全型 2027



【別紙１】

個別の構造物ごとの事項

竣工
年

点検
年度

健全性
（対策区分）

NO.

構造物の諸元 直近の点検結果

管理
方針

次回
点検
年度

対策内容
（2025年～2029年）

橋りょう名
橋長
（m)

橋梁
形式

84 １２１号橋 4.90 RC橋 不明 2022 Ⅰ(M) 事後保全型 2027

85 １２３号橋 4.75 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 予防保全型 2028

86 １２４号橋 6.50 鋼橋 不明 2022 Ⅱ(3) 事後保全型 2027

87 １２５号橋 6.60 RC橋 不明 2022 Ⅰ(4) 事後保全型 2027

88 １２６号橋 4.60 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 予防保全型 2028

89 １２９号橋 6.40 RC橋 不明 2022 Ⅰ(4) 事後保全型 2027

90 １３０号橋 8.56 RC橋 不明 2021 Ⅰ(4) 事後保全型 2026

91 １３２号橋 4.00 RC橋 不明 2022 Ⅱ(3) 事後保全型 2027

92 １３４号橋 2.90 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

93 １３５号橋 5.15 RC橋 不明 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

94 １３６号橋 5.40 RC橋 不明 2022 Ⅰ(4) 事後保全型 2027

95 １３７号橋 5.20 RC橋 不明 2022 Ⅰ(4) 事後保全型 2027

96 １４０号橋 4.70 RC橋 不明 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

97 １４１号橋 3.40 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

98 １４２号橋 4.60 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 予防保全型 2028

99 １４３号橋 3.50 RC橋 不明 2022 Ⅱ(3) 事後保全型 2027

100 １４４号橋 2.85 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 予防保全型 2028

101 １４５号橋 2.85 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 予防保全型 2028

102 １４６号橋 2.85 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 予防保全型 2028

103 １４７号橋 3.80 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 予防保全型 2028

104 １４９号橋 5.00 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028
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105 １５４号橋 3.70 RC橋 不明 2022 Ⅰ(4) 事後保全型 2027

106 １５５号橋 3.20 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

107 １５６号橋 2.20 溝橋 不明 2023 Ⅰ(5) 事後保全型 2028

108 １５７号橋 2.10 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

109 １５８号橋 2.50 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

110 １５９号橋 2.30 溝橋 不明 2023 Ⅰ(M) 事後保全型 2028

111 １６１号橋 4.20 RC橋 不明 2022 Ⅱ(3) 事後保全型 2027

112 １６２号橋 5.50 RC橋 不明 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

113 １６３号橋 2.90 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

114 １６４号橋 5.10 RC橋 不明 2022 Ⅱ(3) 予防保全型 2027

115 １６５号橋 2.90 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

116 １６６号橋 3.60 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

117 １７３号橋 2.50 RC橋 不明 2022 Ⅰ(5) 事後保全型 2027

118 １７５号橋 2.50 RC橋 不明 2022 Ⅰ(4) 事後保全型 2027

119 １７６号橋 2.00 溝橋 不明 2023 Ⅰ(5) 事後保全型 2028

120 １７８号橋 2.00 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 予防保全型 2028

121 １７９号橋 3.70 RC橋 不明 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

122 １８１号橋 3.43 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

123 今泉橋 3.20 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

124 １８４号橋 2.50 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

125 上河原浦橋 19.00 PC橋 1984 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

ひび割れ注入,断面修復,床版防
水
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126 上河原橋 5.94 RC橋 1984 2021 Ⅰ(4) 事後保全型 2026

127 １９０号橋 3.40 溝橋 不明 2023 Ⅰ(5) 予防保全型 2028

128 １９１号橋 14.00 PC橋 1985 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

129 鶴松橋 9.20 RC橋 不明 2022 Ⅱ(3) 予防保全型 2027

130 馬船橋 12.58 鋼橋 1986 2021 Ⅰ(4) 事後保全型 2026

131 並木高架橋１ 12.00 PC橋 1977 2023 Ⅰ(4) 予防保全型 2027

132 並木高架橋２ 19.40 鋼橋 1973 2022 Ⅱ(3) 予防保全型 2027

133 ２０２号橋 22.00 鋼橋 1968 2022 Ⅰ(4) 予防保全型 2027

134 ２０４号橋 26.40 RC橋 不明 2023 Ⅱ(3) 予防保全型 2028

135 ２０５号橋 28.20 RC橋 不明 2023 Ⅱ(3) 予防保全型 2028

136 ２０７号橋 3.50 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

137 ２０８号橋 3.30 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

138 ２１０号橋 4.40 RC橋 不明 2022 Ⅱ(3) 事後保全型 2027

139 ２１１号橋 5.10 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 予防保全型 2028

140 ２１５号橋 3.60 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

141 かしわ台跨線橋 168.69 鋼橋 1996 2023 Ⅱ(3) 予防保全型 2028

142 ２１８号橋 2.50 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 予防保全型 2028

143 ２１９号橋 4.30 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

144 ３０２号橋 2.70 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

145 ３１２号橋 24.90 鋼橋 1982 2023 Ⅰ(M) 予防保全型 2028

146 ３１５号橋 7.30 PC橋 不明 2022 Ⅱ(3) 事後保全型 2027

ひび割れ注入,断面修復,伸縮装
置補修

ひび割れ注入,断面修復

ひび割れ注入,断面修復,剥落防
止

ひび割れ注入,断面修復

ひび割れ注入,断面修復,床版防
水



【別紙１】

個別の構造物ごとの事項

竣工
年

点検
年度

健全性
（対策区分）

NO.

構造物の諸元 直近の点検結果

管理
方針

次回
点検
年度

対策内容
（2025年～2029年）

橋りょう名
橋長
（m)

橋梁
形式

147 ３１７号橋 4.70 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

148 ３１９号橋 5.00 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 予防保全型 2028

149 ３２０号橋 2.00 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 予防保全型 2028

150 ３２２号橋 7.10 RC橋 不明 2022 Ⅰ(4) 事後保全型 2027

151 ３２３号橋 2.50 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

152 ３２６号橋 2.00 RC橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

153 ３２７号橋 2.00 RC橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

154 ３２８号橋 2.00 溝橋 不明 2023 Ⅰ(5) 事後保全型 2028

155 ３３０号橋 2.50 RC橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

156 ３３１号橋 2.40 溝橋 不明 2023 Ⅰ(5) 事後保全型 2028

157 ３３２号橋 2.00 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

158 ３３３号橋 2.00 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

159 ３３５号橋 2.00 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

160 ３３６号橋 4.40 RC橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

161 ３３７号橋 3.30 RC橋 不明 2022 Ⅱ(3) 事後保全型 2027

162 ３３８号橋 2.90 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

163 ３４１号橋 3.00 溝橋 不明 2023 Ⅰ(5) 予防保全型 2028

164 ３４３号橋 2.00 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

165 ３４４号橋 3.00 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

166 ３４５号橋 2.80 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

167 ３４６号橋 5.50 RC橋 不明 2022 Ⅰ(4) 事後保全型 2027
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168 ３４７号橋 2.00 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

169 ３４８号橋 2.90 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

170 ３４９号橋 2.00 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

171 ３５０号橋 2.52 RC橋 不明 2021 Ⅰ(4) 事後保全型 2026

172 ３５１号橋 2.75 RC橋 不明 2021 Ⅰ(4) 事後保全型 2026

173 ３５２号橋 3.20 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

174 ３５３号橋 2.10 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

175 ３５４号橋 6.00 RC橋 不明 2022 Ⅰ(4) 事後保全型 2027

176 ３５５号橋 2.10 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

177 ３５６号橋 2.00 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

178 大和橋 19.90 PC橋 1983 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

179 ３６１号橋 2.00 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

180 ３６２号橋 2.00 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

181 平泉橋 17.66 鋼橋 1985 2022 Ⅰ(4) 予防保全型 2027

182 新竹沢橋 31.20 鋼橋 1983 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

183 ３６７号橋 2.23 RC橋 不明 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

184 ３６８号橋 2.20 RC橋 不明 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

185 ３６９号橋 2.10 溝橋 不明 2023 Ⅰ(5) 事後保全型 2028

186 ３７１号橋 2.30 RC橋 不明 2022 Ⅱ(3) 事後保全型 2027

187 ３７２号橋 3.10 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

188 ３７５号橋 6.60 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 予防保全型 2028
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189 居合橋 3.30 溝橋 不明 2023 Ⅰ(5) 事後保全型 2028

190 ３７７号橋 3.00 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

191 ３７８号橋 2.40 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

192 東柏ヶ谷跨線人道橋 51.00 鋼橋 1983 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

193 ３８１号橋 20.00 PC橋 2000 2022 Ⅱ(3) 予防保全型 2027

194 ３８２号橋 2.60 RC橋 不明 2022 Ⅰ(4) 事後保全型 2027

195 下河内橋 19.80 PC橋 1990 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

196 ３８４号橋 7.70 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

197 ３８５号橋 2.60 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

198 ３８６号橋 2.30 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 予防保全型 2028

199 門沢橋 27.40 PC橋 1989 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

200 ３８８号橋 4.40 RC橋 不明 2022 Ⅱ(3) 事後保全型 2027

201 えのき橋 17.10 PC橋 1996 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

202 あゆみ橋 362.80 鋼橋 1995 2022 Ⅱ(3) 予防保全型 2027

203 吉久保橋 44.85 鋼橋 1967 2019 Ⅱ(3) 予防保全型 2024

204 ３９１号橋 3.60 溝橋 不明 2023 Ⅰ(4) 事後保全型 2028

205 宇治山橋 30.47 PC橋 2014 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

206 中道橋 17.50 PC橋 1999 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

207 無名橋（仮） 18.80 鋼橋 不明 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

208 旭橋 16.70 PC橋 1996 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

209 杉っこ橋 15.80 PC橋 不明 2023 Ⅰ(5) 予防保全型 2028

伸縮装置取替え

ひび割れ注入,断面修復

ひび割れ注入,断面修復

塗装塗替
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210 ３９７号橋 4.20 RC橋 不明 2023 Ⅰ(4) 予防保全型 2028

211 柳原橋 23.20 RC橋 2018 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

212 柳原陸橋 23.30 RC橋 2019 2021 Ⅰ(4) 予防保全型 2026

213 ４０５号橋 5.40 RC橋 不明 2021 Ⅰ(4) 事後保全型 2026

214 並木橋歩道橋(鈑桁橋) 46.10 鋼橋 2022 - - 予防保全型 2027

215 並木橋歩道橋(斜張橋) 44.05 鋼橋 2021 - - 予防保全型 2027

216 郷ノ泉橋 22.10 鋼橋 2022 - - 予防保全型 2027

217 ８０号橋 28.48 鋼橋 2020 - - 予防保全型 2026

218 清水橋 26.30 鋼橋 2023 2023 Ⅰ(4) 予防保全型 2028

219 清水前橋 25.80 鋼橋 2023 - - 予防保全型 2028

法定外 厚木駅跨線人道橋 42.40 鋼橋 1982 2019 Ⅲ(2) 予防保全型 2029

※補修設計等により対策の内容が変更することもあります。

※定期点検や日常パトロール及び緊急点検などの結果により、対策時期を変更することもあります。
※厚木駅跨線人道橋は当市管理の橋梁ですが、鉄道管理者との取り決めによって、道路法外の橋梁となっております。
※溝橋(ボックスカルバート):道路の下を横断する道路や水路等の空間を確保するために盛土あるいは地盤内に設けられる構造物で、
  橋長2m以上かつ土被り1m未満のボックスカルバートのことをいう。

ひび割れ注入,断面修復


